
③「漢検応援ファイル」
・学習教材を管理するオリジナルファイル。
・裏面はシールラリー方式となっている。子どもが
「サイクルプリント」に取り組んで専用の「漢検 応
援ポスト」へ提出した後、PTAがシールを貼付し
たうえで返却している。
・「次のシールがほしい」という気持ちが、子ども
の学習のモチベーションになっている。

漢検実施のきっかけ

「できる人が、できることを」から始まるPTAによる学びの支援～漢検準会場の取り組み～

町田市立鶴川第一小学校（PTA） 所在地：東京都

・「子どもに漢検を近くで受検させたい」
・「通い慣れた学校で受けさせたい」
・「公開会場までの送り迎えが負担」
といった保護者の声を受け、2025年度から
PTA主導による漢検準会場の運営を開始。

■対象
鶴川第一小学校の児童および保護者
※2025年度は小学生・保護者計10６名が受検

■実施時期
学校行事と調整のうえ年間2回実施

■実施体制
・申込受付はGoogleフォームを活用して実施
・検定当日はPTAや保護者ボランティアが試験監
督や受付等を担当
・必要に応じて「activo」を活用し、地域住民や
高校生・大学生ボランティアを募集
・結果資料等は学校と連携して配付

■鶴川第一小学校PTAについて
令和5年度に「優良PTA文部科学大臣表彰」を受賞。同年度にはPTA
会長個人が「PTA活動振興功労者表彰」を受賞するなど、先進的な
PTA活動が高く評価されている。
「PTA運営のためのPTAではなく、子どもたちのためのPTA」を目指
し、保護者・学校・地域が連携した活動を展開。参加者の自主性を尊重
しながら、子どもたちの学びや成長につながる取り組みを推進している。
また、Instagramを活用した積極的な情報発信により、開かれたPTA
運営や活動の見える化にも取り組んでいる。（左より）PTA会長 大野 薫里様／

副校長 内野 洋輔様

🄫公益財団法人 日本漢字能力検定協会 ※掲載内容（所属団体・役職名等）は取材時のものです。

＜子ども・保護者にとって＞
・通い慣れた学校で友達と一緒に受検できるた
め、低学年でも安心して挑戦できる。
・公開会場までの移動や送迎の負担軽減に
つながっている。
・目標に向かって努力する経験を積むことができ、
合格による達成感や自信醸成につながっている。
・「勉強は好きではないけれど、漢検ならがんば
る」という声もあり、漢検合格を目標に、子どもの
学習習慣の定着につながっている。

＜PTAにとって＞
・漢検実施に伴う控除金を活用することで、
「漢検チャレンジ応援セット」の作成費用を確保し、
子どもの学びや挑戦を応援する活動の原資と
なっている。

漢検実施の概要

子どもの学習を支援するための取り組み
漢検に挑戦する子どもの学習を支援するため、
「漢検チャレンジ応援セット」をPTA室前の
ボックスに配架している。

★「漢検チャレンジ応援セット」の中身★
①「漢検チャレンジ宣言カード」
・受検前に「目標合格級」を記入するカード
・受検意欲や学習意欲向上につなげている。
②「漢字学習サイクルプリント」
・漢検協会が提供する無償教材。
・毎週提出を促し、自学自習の習慣を支援。
・継続的に漢字学習に取り組むきっかけづくり
として活用。

漢検実施の意義・メリット

漢検チャレンジ宣言カード 漢検 応援ポスト
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